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は し が き 

 

本報告書は、当研究所が平成 24 年 4 月より 1 年間にわたって実施した研究プロジェク

ト「政権交代期の中国：胡錦濤時代の総括と習近平時代の展望」の成果をまとめたもので

す。 

2012年 11月、中国共産党第 18回全国代表大会において 10年間にわたる胡錦濤政権期

が終了しました。この間中国は GDPを 2.5倍に上昇させ、経済規模（GDP）で世界第 2位

に躍進しました。同時に、経済成長率を上回るスピードで国防費を増大させ続けたことに

より、軍事的にも地域に大きな脅威を与えうる力を持つに至っています。 

では、このように国際社会への影響力を格段に増大させた中国を胡錦濤政権より引き継

ぐことになった習近平政権は、様々な対内的、対外的課題に対処しながら、中国をいかな

る方向に導くことになるのでしょうか。その対処の方法と帰結が日本を含む周辺諸国に与

える影響を考えれば、新政権下の中国の動向を展望すること、少なくともそれを展望して

いくために有効な「視座」を獲得することは、喫緊の研究課題といえます。 

この課題に取り組むうえで、本プロジェクトがとりわけ重視したのは、「胡錦濤時代」

の十分な検証を踏まえた上で「習近平時代」を展望することです。中国の政策が、トップ

リーダーの信条や行動傾向の反映ではなく、国際環境や国内の社会経済情勢の従属変数と

しての性格を強めている現在、胡錦濤政権が直面した様々な国際的、国内的課題は、習近

平政権の政策形成にも決定的な影響を及ぼすことになると考えられるからです。本報告書

に収められた各論文は、このような問題関心から行われた 1年間にわたる研究の成果です。 

ここに表明されている見解はすべて個人のものであり、当研究所の意見を代表するもの

ではありません。しかし、このような成果が、日本の正確な対中認識とそれに基づく戦略

的な対中政策に資することを心から期待するものであります。 

最後に、本研究に積極的に取り組まれ、報告書の作成に尽力いただいた執筆者各位、な

らびにその過程でご協力いただいた関係各位に対し改めて深甚なる謝意を表します。 
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